
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

～いのちをまもる～
災害教訓の伝承を通じた「防災意識社会」の構築

～過去の災害事実の教訓の「見える化」と地域の皆様への伝承～

出典：一般財団法人国土技術研究センター（JICE)の講演資料より一部抜粋して作成
【東北及び道の駅「高田松原」からの情報発信への期待】より

資料－４

令和３年３月１８日

秋田河川国道事務所



機密性２

国土交通省の総力戦で挑む防災・減災プロジェクトでの位置付け

1出典：国土交通省防災・減災対策本部（第２回：2020.7.6）会議の付属資料より抜粋



機密性２

過去の災害の教訓伝承の重要性〔平成３０年７月豪雨災害：広島県 坂町のケース〕

○ 広島県 坂町 小屋浦地区では、1907年（明治40年）に土砂災害があり、甚大な被害が
発生した旨の石碑が設置されている

○ 避難勧告を受けた避難率は町全体の半分程度

＜避難勧告が出されて2時間後までの避難率＞
坂町全体：3.9％ 小屋浦地区：1.9％

写真提供：大阪府警察

水 害 碑
（広島県坂町小屋浦地区）

出典：中国新聞（2018年11月14日）
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出典：国土地理院（地理院地図「自然災害伝承碑」）

１．自然災害の事実や教訓の伝承は全国的な共通課題



機密性２
過去の災害の教訓伝承の重要性
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■平成３０年７月豪雨災害の初動対応の実体験から、土砂災害

でも洪水災害でも過去の災害の教訓伝承は極めて重要と再認識

■災害常襲のわが国では、自然災害の事実や教訓を伝承するた

めの仕組みづくりは全国的な共通課題



機密性２２．地図を通しての教訓の｢見える化｣と子供達への伝承
防災・減災のための｢備え｣面での地図の役割・再構築

地図記号
「自然災害伝承碑」

を新たに制定

明治期の低湿地 標高（0m地帯）

河川,湖沼,海面

水田,田,陸田

旧河道

草地

地形分類

0-5m

10-50m

5-10m

-0m

50m-

高い盛土地

盛土地・埋立地

干拓地

農耕平坦化地

切土地

三大都市圏のみ → 地方都市の整備に着手 平野部が中心 → 丘陵地など整備範囲拡大

2019年9月から
順次掲載

2019年6月から
順次掲載

【Web『地理院地図』での表示イメージ】

【２万５千分１地形図での表示イメージ】

（広島県坂町小屋浦地区）

災害履歴情報

地形特性情報

防災地理情報

○自然災害伝承碑や災害古文書などの「災害履歴情報」や明治期の低湿地などの「地形特性
情報」をWeb『地理院地図』で提供し、地域での防災力の向上や防災教育の充実を支援
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機密性２｢自然災害伝承碑｣情報の活用イメージ
土地の成り立ちや災害履歴でハザードマップをサポート

倉敷市ハザードマップ（平成29年作成）
平成30年西日本豪雨の浸水範囲を赤で追記

地形特性情報と災害履歴情報を
「地理院地図」上で重ね合わせ

○ 倉敷市（平成29年作成）の洪水・土砂災害
ハザードマップと7月豪雨による浸水実績
はほぼ一致

○ ハザードマップでは、浸水深が5m以上
（２階でも安全でない）と示されていた

○ 土地の成り立ちと、先人が伝えてくれた
災害履歴を組み合わせ地理院地図で提供

→災害を現実としてイメージ可能に

想定浸水深5m以上

氾濫平野
（浸水・液状化
のリスク）

旧河道
（浸水・液状化
のリスク）

明治26年大洪水供養塔
明治26（1893）年旧暦９
月、台風襲来により高梁川
や小田川の堤防が決壊した。
この大洪水による死者は
2百余名と伝えられており、
供養塔の頭部（矢印）は
当時の水位を示している。

写真提供：中国地方整備局岡山河川事務所

源福寺境内:岡山県倉敷市真備町

水位⇒

5



機密性２防災面の基盤地図を目指すウェブ地図｢地理院地図｣
～ 概要と特長 ～

（１）最新の緊急輸送道路が載っている！

地理院地図の特長

（２）防災地理情報が載っている！

（３）緯度、経度に加え標高がわかる！

高速道路や国道等を供用開始日に地図に反映

① 明治期の低湿地データ等の災害リスク情報を
含む、2,000以上の情報が見られる

② 「自然災害伝承碑」情報が見られる

2画面表示で被災状況が視覚的にわかる

（４）地域の防災力強化に有効な機能がある！

① 断面図作成機能で避難経路の傾斜を確認できる
② 色別標高図作成機能で0m地帯などの地元の詳

細な高低差がわかる

備え

発生後

① 地元の指定緊急避難場所がわかる
② 道の駅など防災面で有効な施設情報がわかる
③ 震災遺構などの情報も記入予定

パソコンや
スマホから
アクセス！

地理院地図

画面中心の
緯度経度、高さが分かる

（５）被災前後の写真を比較できる！

○Web『地理院地図』は、防災面のプラットフォームを目指し、｢防災地理情報｣を含む様々な
地理空間情報を提供するウェブ地図で、正確な日本の姿を表しています。
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機密性２
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過去の災害事例①

象潟地震 1804年7月10日（文化元年6月4日）

■今から２１７年前に発生した地震で、にかほ市象潟周辺は地盤が隆起し、

潟湖が干上がり隆起した。

・死者３３３人、倒壊家屋5,500戸

・象潟付近で最大５ｍ程度の津波

写真：天然記念物「象潟」九十九島
（にかほ市HPより）

地震で隆起して、干潟（陸地）となった。

※登録する碑は、碑文が刻まれていなくても、古文書で内容が確認できれば、
「自然災害伝承碑」として登録可能。

出典：「理科年表」によると、秋田・山形両県の総合被害として数字があげられている。
（本荘市史通史編より）

出典：秋田大学HPより



機密性２
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過去の災害事例②

子吉川水害 明治27年8月25日

■明治２７年の大水と言われている。

・浸水戸数2,000余り、流出家屋64戸、全壊35戸、

半壊19戸、死者21人、行方不明1人

写真：八幡神社大鳥居

八幡神社

出典：「市制施行五十年記念 ふるさとさ散歩 街かどに拾う」より

出典：国土地理院地図に位置等を追記して掲載
「この標柱を超えて尺五寸（45cm）に達
する大洪水有り」と記載あり

（明治30年中横町丁内寄付）

標柱

標柱背面記載文

出典：「由理」第６号
（本荘由利地域史研究会）

浸水想定
▼



機密性２３．子供達の学びの環境整備へのご理解・ご支援のお願い
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■あなたの地域に遺る｢自然災害伝承碑｣を是非、地図に載せましょう

⇒自然災害伝承碑の登録は、地元の市区町村が国土地理院の地方測量部に申請

■そうすることで、子供達が自分たちの地域の土地の成り立ちや災害履歴をしっかり

学べるなど、災害への｢備え｣の学習環境が向上いたします

■更に、先人からの教訓を自然災害伝承碑として、｢見える化｣することで、それぞれの

土地の皆さまに、災害をより身近に、”我が事”として捉えていただけます

新しい地図記号 (自然災害伝承碑）を是非、周知願います

国土交通省国土地理院「自然災害伝承碑」URL：https://www.gsi.go.jp/bousaichiri/denshouhi.html

■令和４年度に高等学校での｢地理総合｣の必履修化を受け、

今、子供達への地理教育や防災教育の支援をより強化するタイミング



機密性２４．「流域治水」の推進のために
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■流域のあらゆる関係者が連携して取り組む「流域治水」がスタート

■過去の災害の事実や教訓を知る必要がある

■災害史や郷土史に詳しい方の力も賜り、子吉川流域での過去の災害の

「見える化」を推進する

■流域に暮らす人々の自然災害に対する防災意識の定着を図り、災害発生時

の安全行動に繋げる。


